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望月：1。2・3歳時点における発達診断の問題点

2・3歳では再テストにより捲数の平均値は工2～17上昇

していることからも明らかである。

　なお両テストの関係を相関係数からみると，大体0．6

～0．7が得られているが2歳時の初回テストで，乳幼児

精神発達検査を行い，1年以上経過した時点で鈴木ビネ

ーテストを施行している25名については，指数に極端な

動揺がみられ，この対象については全く信頼できる結果

が求められなかったことを示している。これは対象数が

十分でないためにたまたま例外的な寮例が集ったという

ことも考えられるし，検査時の子どもの状況などを考慮

せずに結果のみを見ているためでもあるが毒診断にあた

っては大きな問題点となるところである。

　このように指数の大幅の上昇がみられたり，一部で相

関係数が低い徳を示していることは，上記の条件の他に

テスト方式が異なることによる尺度の違いということが

大きな要因ではあろうが，雷語獲得による知能の質的変

換がみられる時期の前後では，予測的診断の困難さを示

す嬉実であろう。

　第5表一3は鈴木ビネーテストによる1．Q．の変動を

みたものであるが，第レ6表一3と合わせてみると，3歳
　　　　　　　　　ち
時点での知能テストの結果は発達検査の結果と同様に不

安定であり，1年後の再テストとの相関係数は0、5にと

どまっている。

　なお，大幅に指数の上昇をみた61例についてその内容

をみると，2歳後半から3歳前半で行ったテストの場合

が多く，37例，61％を占めている。また，初回は乳幼児

精神発達検査を施行し，再テストの際は鈴木ビネーテス

トを用いている例が39例，64％あり，指数の変動の大き

な要因は雷語の獲得状況と関連するテスト方法の違いに

あるといえる。

　一方，この中にはことばの発達や母親からの分離不安

など蒲緒的な問題のために来所しているものが24例，39

％を占め，テスト場面への適応状態をみると，初回のテ

スト場面で課題意識が乏しい，消極的，拒否的，反抗的

などの不適応行動を示しているものが19例，31％みられ

ている。

　大幅に指数が下降した22例のうち1歳時に行ったテス

トの場合が15例で大半を占あている。来所時の問題とし

てことばの発達の遅れを訴えるものが8例あり，再テス

ト場面で不適応行動を示すものが6例あった。

IV　要 約

　1～3歳時点に初回の発達検査をうけ，その後再検査

をうけている子ども542名について，2回のテスト間の

関連を分析・検討した。

　1～3歳時点で施行した発達検査（知能検査を含む）

の結果は，年長児の知能テストの場合と異なり後に施行

した検査により指数の動揺が大きい。土10の範囲内の動

揺にとどまるものは52％であり，年長児の80～85％と比

較し著しく低い数値を示している。

　一般に再テストまでの期間が長くなるほど，指数の動

揺は大きくなるが，1～3歳時点のテストでは1年後の

テストでも指数の動揺は大きく，±21以上の大領の動揺

を示すものが20％以上に及んでいる。

　D。Q，段階別にみると，80～100段階のものが最も不

安定な結果を示しており，携数が大幅に変動するものも

この段階に多い。これに対し，D．Q．59以下の発達遅滞

の著しいものでは比較的安定した結果が得られており，

重度の発達障害児については早期診断の可能性が大．き

いo

　テスト方法別に再テスト間の相関係数によりテスト結

果の信頼性を検討した。乳幼児精神莞達検査では0、8～

0．7 の値が求められており，鈴木ビネーテストでは0．7

～0．5　であったo

　しかし，初回に乳幼児精神発達検査を施行し，二回目

に鈴木ビネーテストを施行した揚合には，平均12～17の

指数の上昇をみており，指数が大領に変動するものの割

合が多かった。相関係数では大体0．7～0．6が得られてい

』るが，一部に0．2の低い数値を示す群があった。

　以上のことから工～3歳時点における発達検査の結果

は，D．Q．に恒常性があるとはいえず，予測的診断には

かなり危険性を伴うといえる。また，それぞれの時点で

特徴のある憂動を示す傾向がみられているので，この点

を配慮して指導する必要がある。
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